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第 13章

カネの面から会社をみてみよう（掛谷
純子）

1 はじめに
日頃ニュース等で、「Ａ社が発表した決算では、純利益が前年同期比 7 ％増の 19 億円、売上高が

3 ％増の 1,395 億円となった」、「Ｂ社は、純利益が前期比 13 ％減の 96 億円、売上高は 10 ％増の
8,000億円になる見込みだと発表した」などと取り上げられているが、このような情報は何をみれば
わかるだろうか。私たちの身近なカネの流れを知る手段として、お小遣い帳や家計簿があるのと同
様、会社のカネの流れを知る手段として、財務諸表がある。財務諸表とは、会社のカネの流れを知る
ことができる書類であり、会社の、①カネを集める、②カネを投資する、③利益をあげる、といった
活動にどれだけのお金が動いているかを説明したものである。たとえば、先に記載したニュース等で
取り上げられている「売上高」や「利益」こそ、会計がその会社の活動状況を通じて集計したもので、
これらの情報が財務諸表に記載されている。
主な財務諸表は、①貸借対照表、②損益計算書の２つである。これらによって、会社が①どれくら

いの財産を保有しているか、②どれくらい儲けたか、がわかる。財務諸表は、会社のホームページ内
にある IR情報（「有価証券報告書」や「決算短信」）から入手することができる。

調べてみよう� �
• 会計を学ぶことにより、どんなことができるようになるだろうか。
• 財務諸表を見てみたい会社をいくつか挙げ、実際に会社のホームページで調べてみよう。� �　

2 貸借対照表と損益計算書
2.1 貸借対照表と損益計算書

(1)貸借対照表
貸借対照表とは、会社の財政状態を表すものである。貸借対照表には、資産、負債、純資産の項目

がある。資産とは、現金、預金、建物、土地など、会社が所有する財産をいう。また、負債とは、借
入金など他人に対する債務をいう。そして、資産と負債の差額が純資産である。
貸借対照表がどのようなものか、簡単な事例でみてみよう。たとえば、掛谷商店が自己資金 20万

円、銀行からの借入 30万円で事業を始めたとする。それらの資金をすべて現金で保有している場合、
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掛谷商店の財産を表す貸借対照表は次のようになる。

貸借対照表
資産 負債

現金 50万円
借入金 30万円
純資産

資本金 20万円

この貸借対照表の左側は、「掛谷商店には資産（現金）が 50万円ある」ことを示している。そして、
右側は「（資産 50万円のうち）30万円は負債（借入金）であり、残り 20万円が純資産（資本金）で
ある」ということを示している。なお、資本金とは、事業を始めたときの「元手」と考えよう。

(2)損益計算書
損益計算書とは、会社の経営成績を表すものである。損益計算書には、収益、費用の項目が含まれ

ている。

収益 : もうけを増やすもの
費用 : もうけを減らすもの

収益は総額、利益は差額の概念である。たとえば、掛谷商店が 40万円で買ってきた商品を 60万円
で売った場合、60万円が収益、そこから費用 40万円を差し引いた 20万円が利益となる。

損益計算書
収益（＋） 60万円
費用（－） 40万円
もうけ 20万円

(3)貸借対照表と損益計算書のつながり
次に、「貸借対照表」と「損益計算書」がどのようなものか、さらに、それらがどのようにつながっ

ているのかを大まかに理解していこう。
たとえば、掛谷商店が自己資金 20万円、銀行からの借入 30万円で事業を始めたとする。それらの

資金をすべて現金で保有している場合、掛谷商店の財産を表す貸借対照表は次のようになる。

貸借対照表
資産 負債

現金 50万円
借入金 30万円
純資産

資本金 20万円

次に、掛谷商店が現金 50万円で商品を仕入れ、それを 60万円で販売し、現金で受け取ったとする
と、損益計算書と貸借対照表は次のようになる。
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損益計算書
収益（＋） 60万円
費用（－） 50万円
もうけ 10万円

貸借対照表
資産 負債

現金 60万円
借入金 30万円
純資産

資本金 20万円
もうけ 10万円

また、翌年に現金 60万円で商品を仕入れ、それを 70万円で販売し、現金で受け取ったとすると、
損益計算書と貸借対照表は次のようになる。

損益計算書
収益（＋） 70万円
費用（－） 60万円
もうけ 10万円

貸借対照表
資産 負債

現金 70万円
借入金 30万円
純資産

資本金 20万円
もうけ 20万円

これまで、損益計算書と貸借対照表で「もうけ」という同じ言葉を使ってきたが、実は意味が異
なっている。損益計算書の「もうけ」は、「その年のもうけ」、貸借対照表の「もうけ」は、「もうけの
蓄積（それまでどれだけもうけたか？）」を表している。したがって、2年目が終了した掛谷商店の
「もうけの蓄積」は、1年目の「もうけの蓄積」10万円に、2年目の「もうけ」10万円を加えた 20万
円となる。

2.2 貸借対照表

(１)自己資本と他人資本
貸借対照表（Balance Sheet略して B/S）とは、ある一定時点での会社の資産の状態を表している。

左側で会社がどのように資金を運用しているかということを表し、右側でどのように資金を調達した
かを表している。
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表 1 貸借対照表の例

表 1のとおり、貸借対照表の要素として、①資産②負債③純資産がある。②負債と③純資産は、そ
れぞれ他人資本と自己資本に分けられる。②負債は、他人から借りたものという意味で、他人資本と
いい、純資産は他人ではなく自分で出したもの（自分で儲けたもの）という意味で、自己資本と呼ば
れる*1 。

(2)資産、負債、純資産とは
資産とは、会社が保有している経済的資源のことをいう。たとえば、現金、商品、建物、土地など

である。
負債とは、会社が負うべき経済的負担のことである。たとえば、銀行からの借入金などがある。純

資産とは、純資産は資産と負債の差額である。2.1の設例では、掛谷商店の資本金ともうけの蓄積が
純資産の項目であり、もうけの蓄積は利益剰余金とよばれる。
　

2.3 損益計算書

(1)損益計算書とは
損益計算書（Profit and Loss Statement、略して P/L）とは、会社が 1年間でいくら使っていくらも

うけたか（またはいくら損したか）という利益（または損失）の状況を明らかにしたものである。会
社がどれだけもうけたかを会社の経営成績といい、損益計算書は会社の経営成績を表すものである。

(2)損益計算書の様式
2.1でみたように、損益計算書では収益から費用を差し引いて利益を算定するが、利益にはいくつ

かの段階がある。表 2のとおり、売上高から売上原価、販売費及び一般管理費を差し引いたものは営
業利益とよばれ、これは会社の本業による利益である。また、最終的にいくらもうかったかを示すの
が当期純利益である。ほかにもいくつかの種類の利益があるが、まずは営業利益と当期純利益を理解
しておこう。

*1 自己資本にはいくつかの考え方があるが、ここでは自己資本＝純資産として考える。
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表 2 損益計算書

①売上高（収益） 60万円 （いくら売れたか）
②売上原価（費用） 40万円 （60 万円で売った商品をもともといくらで

仕入れたか）
③販売費及び一般管理費（費用） 10万円 （人件費や広告宣伝費など、販売や管理のた

めの費用）
営業利益 10万円 ①－②－③

……
（ほかにも収益や費用があるが、ここでは省
略）

当期純利益 6万円 （会社の最終的な利益）

話し合ってみよう� �
• グループ（ゼミ）で商売を始めると仮定し、掛谷商店の例を参考にして貸借対照表、損益
計算書をつくってみよう。

• 会社の取引としてどのようなものがあるかを考えてみよう。そして、その取引が貸借対照
表や損益計算書にどのような影響を与えるか考えてみよう。� �

　

3 実際の財務諸表をみてみよう（資生堂 vsコーセー）
3では、実際の事例を通じて財務諸表の数値をみていこう。
皆さんもご存知のとおり、化粧品業界のトップは資生堂、2位がコーセーである。表 3、表 4のと

おり、資生堂の売上高は 1兆 948億円（2018年 12月期）、コーセーの売上高は 3,329億円（2019年
3月期）となっており、資生堂の売上高はコーセーの売上高の 3倍以上となっている。これらの数値
は決算短信の 1ページに記載されている。



第 13章 カネの面から会社をみてみよう（掛谷純子） 109

表 3 決算短信の例（資生堂）

表 4 決算短信の例（コーセー）

このように、決算短信の 1ページには、財務諸表の代表的な数値が掲載されている。ここでは、決
算短信の 1ページに掲載されている数値だけで分析できる指標を紹介していく。
まず、貸借対照表の項目を使って分析を行ってみよう。先ほどの表 3、表 4をみてみると、資生堂

の総資産は 1兆 96億円、純資産は 4,684億円となっている（2018年 12月期）。負債は総資産から純
資産を差し引いたものになるので、資生堂の負債は 5,412億円となる。
同様に、コーセーの総資産は 3,001億円、純資産は 2,248億円となっている（2019年 3月期）の
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で、差額を求めると、負債は 753億円となる。
これらを簡単な貸借対照表の図で表すと表 5のようになる。

表 5 資生堂とコーセーの貸借対照表

自己資本比率とは、会社が持っている資産のうち自己資本、すなわち、返済の義務のない資産の割
合を示している。自己資本比率を求める計算式は次のとおりである。

自己資本比率 =
自己資本

負債+純資産
× 100 (%)

2.2で述べたように、会社の持つ資産には、銀行からの借金など返済する義務を負っている「負債」
と、資産全体から負債を差し引いた、返済の必要のない「純資産」の二つに分けることができる。つ
まり、返済の必要がない「純資産」の割合＝自己資本比率が高い会社の方が、財務的な安全性が高い
会社だと考えることができる。
そこで、資生堂とコーセーの自己資本比率を算定してみると、資生堂は 44.4%、コーセーは 69.6%

となる。両社の自己資本比率を比較すると、コーセーが資生堂を上回っており、より安全性が高いと
いえる。
次に、損益計算書の項目を使って分析してみよう。資生堂の売上高は 1 兆 948 億円、営業利益は

1,083億円（2018年 12月期）、コーセーの売上高は 3,329億円、営業利益は 524億円（2019年 3月
期）となっている。
売上高営業利益率とは、売上高に対する営業利益の割合であり、次の計算式で求められる。

売上高営業利益率 =
営業利益
売上高

× 100 (%)

資生堂とコーセーの売上高営業利益率を算定してみると、資生堂は 9.9%、コーセーは 15.7%とな
る。売上高営業利益率が高いほど収益力が高いと判断できるため、コーセーの方が本業で利益を生み
出す力が高いと評価できる。
最後に、貸借対照表項目と損益計算書項目を組み合わせた分析指標を紹介する。総資産営業利益率

とは、総資産（＝資産）を活用し、いかに効率よく営業利益をあげているかという収益性を表す指標
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である。
資生堂とコーセーの総資産営業利益率を算定してみると、資生堂は 6.1%、コーセーは 12.3%とな

る。総資産営業利益率が高いほど収益力が高いと判断できるため、コーセーの方が利益を生み出す力
が高いと評価できる。
このように、会社としての安全性・収益性を、それぞれの会社が開示している財務諸表から読み解

くことができる。なお、今回算定した指標については、すべてコーセーのほうが良いという結果に
なったが、これは資生堂が良くないということを意味しているわけではなく、コーセーがより良いと
いうことを示している。良いか悪いかを判断できるようになるためには、いろいろな会社の分析を
行ってみることが大切である。是非皆さんも、気になる会社の財務諸表を調べてみよう。

調べてみよう� �
• 資生堂とコーセーの決算短信をそれぞれのホームページから入手し、どのようなことが記
載されているか調べてみよう。

• 気になる会社の決算短信から、本章で学んだ指標を算定してみよう。� �
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